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近
代
浴
場
業
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

―
新
潟
県
西
蒲
原
郡
の
神
社
調
査
を
中
心
に

―

吉　

田　

律　

人　
　

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

新
潟
県
中
央
部
、
信
濃
川
下
流
域
に
広
が
る
蒲
原
平
野
に
は
、
水
田
と
水
田
の
間
に
い
く
つ
も
の
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。
そ
の
な
か

の
一
つ
、
北
陸
自
動
車
道
巻
・
潟
東
イ
ン
タ
ー
に
近
い
打
越
（
旧
西
蒲
原
郡
中
之
口
村
、
現
・
新
潟
市
西
蒲
区
中
之
口
地
区
）
と
い
う
集

落
に
「
雀
森
よ
幸
あ
れ
」
と
い
う
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
七
月
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
東
京
市
日
本
橋
区
で
浴

場
業
を
営
む
栃
倉
奥
太
郎
を
称
え
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
刻
ま
れ
て
い
る（
１
）。

　
　

�

身
が
立
っ
た
ら
雀
森
に
帰
っ
て
余
生
を
送
る
筈
で
あ
っ
た
親
分
は
未
だ
に
帰
り
ま
せ
ん
。
然
し
親
分
が
其
成
功
を
か
ち
得
た
辛
抱
と

親
切
と
正
直
の
精
神
は
人
々
の
手
本
と
な
っ
て
常
に
国
に
帰
っ
て
居
ま
す
。
親
分
の
名
は
栃
倉
奥
太
郎
。
新
潟
県
西
蒲
原
郡
道
上
村

字
打
越
五
作
三
男
と
し
て
明
治
十
六
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
二
十
一
の
時
東
京
に
出
て
三
助
か
ら
身
を
起
し
、
日
本
橋
呉
服
町
東
湯

の
経
営
者
と
し
て
同
業
間
の
声
望
を
負
ふ
て
居
ま
す
。
二
十
年
前
、
狐
の
嫁
入
で
賑
は
っ
た
雀
森
は
常
に
親
分
の
眼
の
底
に
浮
び
出
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る
懐
か
し
い
心
の
古
里
で
す
。
親
分
は
国
の
者
を
世
話
す
る
時
、
国
に
帰
っ
た
や
う
な
気
が
す
る
の
で
せ
う
。
故
郷
を
愛
す
る
事
深

い
親
分
の
夢
は
夜
な
々
々
雀
森
に
飛
ん
で
居
ま
す
。
雀
森
よ
永
く
々
々
幸
あ
れ
。

　

こ
の
文
章
を
作
成
し
た
の
は
鈴
木
善
太
郎
と
い
う
人
物
で
、お
そ
ら
く
栃
倉
の
援
助
を
受
け
た
一
人
だ
ろ
う
。石
碑
建
立
の
理
由
は
、「
昨

年
の
大
震
災
〔
関
東
大
震
災
―
引
用
者
注
〕
に
親
分
を
始
め
其
恩
顧
を
受
け
た
子
分
達
は
天
佑
以
て
悉
災
難
を
遁
れ
ま
し
た
。
親
分
の
厄

年
に
当
る
今
年
此
碑
を
建
て
た
。
子
分
達
の
願
は
偏
へ
に
親
分
の
健
在
を
祈
る
事
で
す
」
と
あ
り
、
裏
面
に
は
「
在
東
京
（
い
ろ
は
順
）」

と
し
て
、
頓
所
富
治
、
栃
倉
平
治
、
河
治
市
平
、
米
山
左
和
二
、
澤
信
蔵
、
平
岡
周
吉
、
長
谷
川
す
ぎ
、
長
谷
川
す
い
、
小
西
さ
き
、
と

建
立
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る（

２
）。

こ
こ
か
ら
親
分
と
子
分
の
結
束
の
強
さ
が
わ
か
る
ほ
か
、
成
功
者
が
同
郷
の
後
輩
を
援
助
す
る
様
子

も
窺
え
る（

３
）。
郷
土
史
家
の
北
澤
昭
松
に
依
れ
ば
、
後
に
栃
倉
は
故
郷
に
帰
り
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う（
４
）。

　

さ
て
、
こ
の
栃
倉
の
よ
う
に
、
京
浜
地
域
の
浴
場
業
者
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
と
、
北
陸
地
方
出
身
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
特
に
東
京

の
場
合
は
全
体
の
半
分
が
新
潟
県
人
だ
っ
た
と
い
う
。
か
つ
て
筆
者
は
戦
前
の「
新
潟
県
人
会
名
簿
」（
以
下
、「
県
人
会
名
簿
」）を
分
析
し
、

浴
場
業
を
営
む
新
潟
県
人
の
う
ち
、
七
割
以
上
が
西
蒲
原
郡
出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

５
）。
ま
た
、
そ
の
半
分
は
打
越
を
結
節

点
と
す
る
松
長
村
（
現
・
新
潟
市
西
蒲
区
及
び
燕
市
）、
漆
山
村
（
現
・
西
蒲
区
）、
道
上
村
（
同
）
の
出
身
者
で
、
西
蒲
原
郡
内
で
も
偏

重
が
あ
る
点
を
指
摘
、
さ
ら
に
東
京
や
横
浜
の
浴
場
組
合
名
簿
の
情
報
か
ら
同
地
域
出
身
者
が
戦
前
の
浴
場
業
界
で
根
を
張
っ
て
い
る
様

子
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
名
簿
の
性
格
か
ら
そ
れ
以
上
の
分
析
は
で
き
ず
、
県
人
会
非
加
入
の
浴
場
業
者
に
つ
い
て
踏

み
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
同
郡
出
身
者
が
京
浜
地
域
の
浴
場
業
界
に
進
出
し
、
根
を
張
っ
て
い
く
過
程
も
解
明
で
き
て

い
な
い
。
浴
場
業
者
の
自
伝
や
有
力
者
の
評
伝
的
な
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
浴
場
業
に
関
す
る
一
次
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い

た
め
、
連
鎖
移
住
を
引
き
起
こ
す
浴
場
業
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
は
、
一
部
を
除
き
、
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る（

６
）。

　

だ
が
、
上
京
し
た
浴
場
業
者
が
郷
里
に
残
し
た
寄
進
物
、
具
体
的
に
は
、
神
社
の
鳥
居
や
狛
犬
、
灯
籠
、
玉
垣
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
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で
、
浴
場
業
者
の
活
動
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
俗
学
者
の
谷
口
貢
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
出
郷
者
し
た
成
功
者
は
地
元

の
神
社
や
寺
院
、
教
育
機
関
、
公
民
館
等
へ
寄
付
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
故
郷
観
を
測
る
指
標
と
し
て
分
析
さ
れ
て
き
た（

７
）。

た
だ
し
、

谷
口
は
寄
付
行
為
に
注
目
す
る
の
み
で
、
寄
進
物
の
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
神
社
や
寺
院
の
寄
進
物
に
浴
場
業

者
の
氏
名
や
建
立
年
月
日
が
刻
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
う
し
た
文
字
情
報
に
県
人
会
名
簿
や
浴
場
組
合
名
簿
の
情
報
を
加
え
る
こ
と

で
、
県
人
会
非
加
入
の
浴
場
業
者
の
存
在
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（

８
）。

ま
た
、
寄
進
物
と
先
行
研
究
を
あ
わ
せ
る
検
討
す

る
こ
と
で
、
浴
場
業
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
明
確
に
で
き
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
打
越
に
所
在
す
る
宇
智
古
志
神
社
の
寄
進
物
を
中
心
に
、
そ
の
周
辺
集
落
の
状
況
も
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、

可
能
な
限
り
、
浴
場
業
者
の
出
身
地
を
再
現
し
て
い
く
。
そ
れ
と
同
時
に
、
浴
場
業
者
の
世
代
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。
こ
の
作
業
は
京
浜
地
域
の
都
市
形
成
史
だ
け
で
な
く
、
近
代
都
市
の
同
郷
者
集
団
の
一
端
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
紙
幅
の
関
係
上
、
本
稿
の
分
析
対
象
は
集
落
の
公
共
空
間
で
あ
る
神
社
に
限
定
し
、
寺
院
や
教

育
機
関
、
公
民
館
等
へ
の
寄
付
行
為
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
稿
で
論
じ
た
い
。

　
　
　
　
一
、
中
之
口
地
区
と
浴
場
業
者
の
系
譜

　

最
初
に
現
在
判
明
し
て
い
る
浴
場
業
者
の
系
譜
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。「
裏
日
本
」
論
を
展
開
し
た
古
厩
忠
夫
は
、
一
九
九
〇

（
平
成
二
）
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
潟
県
の
百
年
』
に
お
い
て
、「
正
確
な
統
計
が
な
い
が
、
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
東
京
の
公
衆
浴

場
の
最
盛
期
の
昭
和
十
四
、五
年
ご
ろ
二
八
〇
〇
軒
、
そ
の
約
半
数
は
新
潟
県
人
の
経
営
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
東
京
で
最
初

に
風
呂
屋
を
は
じ
め
た
の
は
西
蒲
原
郡
米
納
津
村
（
現
、
吉
田
町
）
の
伊
藤
赤
太
郎
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
潟
県
出
身
者
の
地

位
を
き
ず
い
て
い
っ
た
の
は
、
西
蒲
原
郡
松
長
村
羽
黒
（
現
、
中
之
口
村
）
の
赤
塚
五
郎
と
同
姥
島
の
田
村
虎
太
郎
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
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し
て
い
る（

９
）。

今
か
ら
お
よ
そ
三
〇
年
前
の
調
査
な
の
で
、
戦
前
の
状
況
に
詳
し
い
人
物
も
存
命
だ
っ
た
の
だ
ろ
う（

（1
（

。
管
見
の
限
り
、
伊
藤

赤
太
郎
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が（

（1
（

、
赤
塚
五
郎
と
田
村
虎
太
郎
に
つ
い
て
は
『
中
之
口
村
誌
』
に
詳
し
い
ほ
か
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に

開
館
し
た
中
之
口
先
人
館
（
以
下
、「
先
人
館
」）
の
展
示
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
の
先
人
館
は
中
之
口
地
区
の
文
化
施
設
で
、
西
蒲
原
郡
松
長
村
大
字
羽
黒
出
身
の
第
三
六
代
横
綱
・
羽
黒
山
政
司
を
中
心
に
、
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
た
「
先
人
」
を
展
示
、
青
年
期
を
両
国
「
朝
日
湯
」
で
過
ご
し
た
羽
黒
山
だ
け
で
な
く
、
浴
場
業
者
の
先
駆
者
で
あ
る

小
林
金
吾
や
、
戦
後
に
活
躍
す
る
栃
倉
晴
二
の
活
動
も
紹
介
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
浴
場
労
働
者
か
ら
経
営
者
へ
の
道
筋
を
解
説
す
る
ほ
か（

（1
（

、

郷
土
史
家
の
西
村
欣
作（

（1
（

、
北
澤
昭
松
な
ど
が
精
力
的
に
史
料
を
収
集（

（1
（

、
東
京
中
之
口
会
所
属
の
浴
場
経
営
者
の
調
査
も
行
っ
た
。
特
に
会

長
で
あ
っ
た
長
沼
三
郎
は
先
人
館
に
多
く
の
史
料
を
寄
贈
し
て
お
り
、
常
設
展
示
で
は
「
萩
の
湯
・
長
沼
七
司
」
の
営
業
許
可
証
（
木
札
）

も
配
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
か
ら
小
林
―
赤
塚
―
田
村
―
栃
倉
―
長
沼
と
連
な
る
同
地
区
出
身
者
の
系
譜
が
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
な
か
で
重
要
な
の
が
、浴
場
業
の
道
筋
を
開
拓
し
た
小
林
の
存
在
で
あ
る
。『
中
之
口
村
誌
』
や
小
林
金
吾
顕
彰
記
念
会
作
成
の
「
小

林
金
吾
さ
ん
と
中
之
口
村
」（
先
人
館
蔵
）
に
依
れ
ば
、
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
に
打
越
村
金
四
郎
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
小
林
は
、

明
治
維
新
以
降
、
水
害
に
苦
し
む
蒲
原
平
野
の
状
況
を
憂
い
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
単
身
上
京
し
て
身
を
立
て
る
道
を
探
っ
た（

（1
（

。

そ
こ
で
重
労
働
か
ら
忌
避
さ
れ
る
浴
場
業
に
身
を
投
じ
、
一
八
七
八
年
に
独
立
し
て
成
功
す
る
と
、
妻
子
の
ほ
か
、
村
の
若
者
を
呼
び
寄

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
経
営
者
へ
と
育
て
上
げ
て
い
っ
た
。
郷
里
に
対
す
る
小
林
の
功
績
は
大
き
く
、
農
家
の
次
男
・
三
男
が
後
に
続
い
た
と
い
う
。

打
越
に
起
源
を
持
つ
江
戸
の
材
木
商
が
一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年
に
記
し
た
『
虎
勢
道
中
記
』
は
、
下
谷
三
ノ
輪
で
浴
場
を
営
む
打
越
出

身
者
の
存
在
を
示
し
て
い
る
の
で
、
浴
場
業
の
道
筋
は
近
世
期
に
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
代
以
降
は
小
林
の
存
在
が
大
き
か
っ

た
と
推
察
で
き
る（

（1
（

。
中
之
口
で
は
、
小
林
を
「
越
後
風
呂
屋
の
系
譜
」
を
つ
く
っ
た
人
物
と
位
置
づ
け
、
平
成
期
に
入
る
と
、
そ
の
顕
彰

碑
を
建
立
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。



91 近代浴場業者の人的ネットワーク
　

さ
て
、
小
林
に
続
く
赤
塚
や
田
村
は
赤
塚
会
、
一
六
会
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
組
織
、
そ
れ
ぞ
れ
が
全
国
浴
場
組
合
の
代
表
を
務
め
る
な

ど
、
大
き
な
力
を
持
っ
た
「
大
親
分
」
だ
っ
た（

（2
（

。
さ
ら
に
二
人
と
も
浴
場
業
界
を
基
盤
に
政
界
に
進
出
、
業
界
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
っ

た
。
西
蒲
原
郡
の
若
者
は
こ
う
し
た
有
力
者
の
存
在
を
背
景
に
、
京
浜
地
域
へ
む
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
疑
問
な
の
が
、
小
林
と
赤

塚
、
田
村
と
の
繋
が
り
で
あ
る
。
田
村
は
先
に
上
京
し
た
赤
塚
が
呼
び
寄
せ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
小
林
と
赤
塚
と
の
関

係
は
不
明
で
、
出
身
集
落
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
宇
智
古
志
神
社
の
寄
進
物
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
二
、
打
越
・
宇
智
古
志
神
社
の
寄
進
物

　

以
前
、
筆
者
は
県
人
会
名
簿
等
か
ら
図
表
「
新
潟
県
出
身
の
浴
場
業
者
」（
以
下
、「
浴
場
業
者
一
覧
」）
を
作
成
、
三
一
九
人
の
浴
場

業
者
の
出
身
地
を
明
ら
か
に
し
た（
（2
（

。
た
だ
し
、
こ
の
図
表
に
は
大
き
く
二
つ
の
限
界
点
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
一
部
に
記
載
は

あ
る
も
の
の
、
町
村
の
下
、
集
落
単
位
の
出
身
地
が
不
明
な
点
、
も
う
一
つ
は
県
人
会
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
業
者
が
わ
か
ら
な
い

点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
寄
進
物
に
刻
ま
れ
た
文
字
情
報
か
ら
補
っ
て
い
く
。
最
初
に
小
林
金
吾
の
出
身
集
落
で
あ
る
打
越
の
宇
智
古
志
神

社
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

宇
智
古
志
神
社
は
浴
場
業
者
の
寄
進
物
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
狛
犬
や
灯
籠
に
浴
場
業
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
建
て
ら
れ
た
石
鳥
居
石
橋
建
設
記
念
碑
に
も
そ
れ
が
確
認
で
き
る（

（2
（

。
境
内
の
寄
進
物
で
最
も
古
い
狛
犬
に

は
、
次
の
よ
う
な
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
、
判
読
で
き
な
い
部
分
は
■
で
示
し
た
。

　
　

史
料
一
　
狛
犬
（
右
側
・
阿
形
）　

　
　
　

〔
裏
面
〕
明
治
三
十
四
年
四
月
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　
　

在
東
京　

小
林
金
吾　

佐
藤
豊
蔵　

■
■
■
■　

金
子
仁
三
郎　

小
林
ソ
メ
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〔
右
側
面
〕
世
話
人　

■
■
■
■
（
以
下
四
人
同
じ
）

　

経
年
に
よ
る
摩
耗
が
激
し
い
た
め
、
判
読
で
き
な
い
部
分
も
多
い
が
、
小
林
金
吾
の
ほ
か
、
浴
場
業
者
一
覧
記
載
の
佐
藤
豊
蔵
や
金
子

仁
三
郎
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
小
林
ソ
メ
は
小
林
金
吾
が
自
ら
の
右
腕
と
な
っ
た
西
村
龍
吉
と
一
緒
に
上
京
さ
せ
た
人
物
で
あ

る
。『
改
訂
中
之
口
村
誌
』
に
依
れ
ば
、
西
村
と
金
子
は
小
林
金
吾
の
筆
頭
子
分
で
、
ソ
メ
と
合
わ
せ
て
打
越
出
身
浴
場
業
者
の
第
一
世

代
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

（2
（

。
一
方
、
小
林
金
吾
と
佐
藤
の
関
係
は
判
然
と
し
な
い
が
、
佐
藤
は
小
林
の
次
、
金
子
よ
り
も
前
に

名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
林
の
次
に
上
京
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

史
料
二

　
狛
犬
（
左
側
・
吽
形
）

　
　
　

〔
裏
面
〕
在
横
浜　

平
岡
祐
蔵　

小
林
権
七　

小
林
金
松　

北
條
彦
太
郎　

小
林
初
太
郎　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兒
玉
幸
太
郎　

高
野
周
次　

小
林
丑
蔵　

北
澤
庄
平

　
　
　

〔
左
側
面
〕
明
治
三
十
四
年
四
月
吉
祥
日

　

左
側
の
狛
犬
に
は
、
横
浜
在
住
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
東
京
の
小
林
金
吾
と
同
様
に
、
最
初
の
平
岡
祐
蔵
が
同
方
面
の
開
拓
者

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
期
の
状
況
は
わ
か
ら
な
い
が
、一
九
二
九（
昭
和
四
）年
の
浴
場
組
合
名
簿
で
は
、北
澤
庄
平
は
神
奈
川
区
で「
金

川
湯
」（
神
奈
川
町
）
と
「
第
二
隆
盛
館
」（
白
幡
町
）
を
経
営
し
た
ほ
か
、系
列
の
隆
盛
館
（
青
木
町
）
に
北
澤
清
松
、中
区
「
富
士
の
湯
」（
南

太
田
町
）
に
も
北
澤
松
蔵
と
、
同
性
の
経
営
者
が
確
認
で
き
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
は
親
族
だ
ろ
う
。
ま
た
、
小
林
金
松
も
川
崎
市
堀
川

町
で
「
第
七
富
士
見
湯
」
を
営
ん
で
お
り
、
打
越
出
身
者
は
川
崎
方
面
で
も
活
動
し
て
い
た（

（2
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
九
〇
一
年
、
日
露
戦

争
前
の
段
階
で
浴
場
業
に
成
功
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
を
張
っ
て
い
た
。

　
　

史
料
三
　
灯
籠
（
右
側
）

　
　
　

〔
台
座
〕
大
正
九
年
七
月
建
設　

東
京
府
渋
谷
町
第
五
区　

寄
進
人　

佐
藤
豊
蔵
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氏
子
総
代　

保
倉
平
太　

澤
國
太
郎　

小
林
栄
太
郎　

佐
藤
清
太

　
　

史
料
四

　
灯
籠
（
左
側
）

　
　
　

〔
台
座
〕
大
正
九
年
七
月
建
設　

寄
進
人　

佐
藤
豊
蔵

　

続
い
て
古
い
寄
進
物
は
佐
藤
豊
蔵
が
単
独
で
寄
進
し
た
灯
籠
で
あ
る
。
佐
藤
は
一
八
八
五
年
か
ら
南
豊
島
郡
中
渋
谷
村
で
「
弘
法
湯
」

の
営
業
を
開
始
、
さ
ら
に
料
理
旅
館
の
「
神
泉
館
」
を
開
業
さ
せ
る
な
ど
、
花
街
と
し
て
繁
栄
す
る
渋
谷
円
山
町
の
基
礎
を
築
い
た
人
物

で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
「
弘
法
湯
」
に
つ
い
て
一
九
一
四
年
刊
行
の
『
渋
谷
町
誌
』
は
、「『
弘
法
湯
』
は
渋
谷
の
名
を
呼
ぶ
も
の
ゝ
直
に
連
想
す

る
程
に
都
下
に
知
ら
る
。
郊
外
の
一
旗
亭
に
し
て
如
斯
著
名
な
る
は
甚
だ
稀
な
り
。
弘
法
湯
は
浴
場
を
営
業
す
る
に
み
な
ら
ず
神
泉
館
の

名
を
以
て
料
理
店
を
営
業
し
、
庭
園
建
物
婢
女
に
至
る
ま
で
附
近
に
群
を
抜
く
。
浴
場
の
用
水
は
弘
法
大
師
垂
迹
の
地
な
り
と
称
す
る
井

水
に
て
、
注
連
ケ
井
戸
と
呼
び
、
古
来
渋
谷
の
一
旧
跡
に
数
へ
ら
れ
た
り
」
と
紹
介
し
て
い
る（

（2
（

。「
弘
法
湯
」
の
広
告
は
県
人
会
名
簿
に

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
灯
籠
の
大
き
さ
か
ら
も
佐
藤
の
成
功
が
窺
え
る（

（2
（

。
佐
藤
は
渋
谷
町
会
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
打
越
出
身
者

の
な
か
で
も
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
と
推
察
で
き
る（

（2
（

。
な
お
、
井
の
頭
線
神
泉
駅
の
近
く
に
は
、
一
八
八
六
年
八
月
二
一
日
に
建
立
さ

れ
た
弘
法
湯
の
石
碑
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
。

　
　

史
料
五

　
石
鳥
居
石
橋
建
設
記
念
碑

　
　
　

〔
表
面
〕
大
正
十
一
年　

石
鳥
居
石
橋
建
設
記
念
碑　

在
東
京
村
人
会

　
　
　

〔
裏
面
〕
石
鳥
居
石
橋
寄
付
人
名

　
　
　

〔
裏
面
一
段
目
〕
金
子
仁
三
郎　

西
村
竜
吉　

渡
辺
勝
太
郎　

栃
倉
奥
太
郎　

田
中
幸
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡
周
吉　

平
岡
市
次
郎　

内
山
忠
蔵　

北
條
栄
七　

青
木
吉
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
市
平　

平
岡
祐
作　

竹
内
徳
平　

小
林
七
太
郎　

佐
藤
三
男
三
郎
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〔
裏
面
二
段
目
〕
栃
倉
秀
吉　

西
村
喜
一　

浅
野
熊
治　

長
谷
川
俊
治　

柳
原
新
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
健
作　

渡
辺
藤
三
郎　

平
岡
信
之
助　

内
山
謙
蔵　

浅
野
鹿
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
清
作　

北
條
喜
一　

浅
野
寅
次
郎　

山
崎
徳
七　

長
沼
庄
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
伊
七　

河
治
市
平　

佐
藤
謙
太
郎　

田
中
正
平　

　
　
　

〔
裏
面
三
段
目
〕
保
倉
利
平
太　

長
谷
川
庄
平　

栃
倉
平
治　

浅
野
勇
吉　

小
林
由
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
謙
三
郎　

山
上
喜
平　

菊
島
ミ
チ

　
　
　

〔
裏
面
四
段
目
〕
氏
子
総
代　

保
倉
平
太　

澤
國
太
郎　

小
林
虎
平　

佐
藤
清
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
倉
平
太
謹
書　

藤
岱
博
謹
刻

　

石
鳥
居
及
び
石
橋
寄
進
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
石
碑
に
は
、
四
二
人
の
上
京
者
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
す
べ
て
が
浴
場
業

に
従
事
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
う
ち
筆
頭
の
金
子
仁
三
郎
以
下
、
西
村
龍
吉
（
竜
吉
）、
田
中
幸
吉
、
青
木
吉
太
郎
、

小
林
市
平
、
小
林
健
作
、
竹
内
徳
平
、
浅
野
熊
治
、
平
岡
信
之
助
、
長
沼
庄
平
、
田
中
正
平
、
小
林
由
平
の
一
二
人
は
浴
場
業
者
一
覧
で

確
認
で
き
る
。
そ
れ
以
外
の
人
物
を
一
九
二
九
年
の
浴
場
組
合
名
簿
と
照
合
す
る
と
、
次
の
一
〇
人
の
情
報
が
得
ら
れ
た
。

　
　

平
岡
祐
作
：「
有
楽
湯
」（
有
楽
町
）

　
　

浅
野
鹿
平
：「
南
の
湯
」（
入
新
井
町
新
井
宿
）

　
　

長
谷
川
俊
治
：「
第
二
南
の
湯
」（
入
新
井
町
新
井
宿
）

　
　

小
林
七
太
郎
：「
住
の
湯
」（
南
千
住
町
千
住
南
）

　
　

佐
藤
三
男
三
郎
：「
朝
日
湯
」（
下
谷
区
上
根
岸
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
朝
日
湯
」（
豊
多
摩
郡
中
野
町
中
野
）
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西
村
喜
一
：「
日
進
湯
」（
亀
戸
町
）

　
　

長
谷
川
庄
平
：「
清
水
湯
」（
四
谷
区
坂
町
）

　
　

金
子
清
作
：「
草
津
温
泉
」（
豊
多
摩
郡
野
方
町
下
沼
袋
）

　
　

長
谷
川
俊
次
：「
第
二
南
の
湯
」（
荏
原
郡
入
新
井
町
新
井
宿
）

　
　

栃
倉
平
治
：「
氷
川
湯
」（
荏
原
郡
目
黒
町
上
目
黒
）

　

加
え
て
、
保
倉
利
平
太
も
一
九
三
一
年
段
階
で
南
葛
飾
吾
嬬
町
西
の
「
鶴
の
湯
」
を
経
営
し
て
お
り
、
上
京
者
の
多
く
が
浴
場
業
に
従

事
し
て
い
た
。

　

こ
の
記
念
碑
で
特
徴
的
な
の
は
、
裏
面
の
文
字
が
上
段
か
ら
下
段
に
い
く
ほ
ど
小
さ
く
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
出
資
額
の
大

き
さ
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
小
林
金
吾
の
側
近
だ
っ
た
金
子
仁
三
郎
、
西
村
龍
吉
を
筆
頭
に
、
既
述
の
栃
倉
奥
太
郎
、

複
数
の
浴
場
を
経
営
す
る
小
林
市
平
や
佐
藤
三
男
三
郎
な
ど
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、最
上
段
は
財
力
の
あ
る
親
分
衆
だ
っ
た
。

ま
た
、
二
段
目
以
降
は
人
名
が
増
え
て
お
り
、
打
越
出
身
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
石
碑
と
栃
倉

奥
太
郎
の
碑
か
ら
栃
倉
グ
ル
ー
プ
の
序
列
（
兄
弟
関
係
）
も
わ
か
り
、
平
岡
周
吉
、
河
治
市
平
、
栃
倉
平
治
の
順
番
で
栃
倉
奥
太
郎
の
子

分
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
神
社
の
寄
進
物
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
浴
場
業
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
打
越
の

場
合
、
明
治
初
期
に
上
京
し
た
小
林
金
吾
を
起
点
に
、
そ
の
子
分
で
あ
る
金
子
仁
三
郎
、
西
村
龍
吉
を
通
じ
て
、
同
郷
者
の
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
拡
大
し
て
い
っ
た
様
子
が
わ
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
象
は
打
越
周
辺
の
集
落
で
も
起
き
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
続
い
て
打
越

周
辺
集
落
の
神
社
の
状
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
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三
、
漆
山
・
漆
山
神
社
及
び
住
吉
神
社
の
寄
進
物

　

打
越
の
周
囲
に
は
、
漆
山
、
国
見
、
南
（
稲
場
・
八
坊
）、
大
曽
根
、
道
上
、
福
島
、
羽
黒
、
姥
島
、
長
所
、
牧
ケ
島
、
西
槙
、
並
岡

な
ど
の
集
落
が
あ
り
、【
表
Ⅰ
】
に
示
す
よ
う
に
、
各
集
落
に
は
地
域
の
核
と
な
る
神
社
が
存
在
す
る（
（2
（

。
そ
こ
か
ら
上
京
者
の
寄
進
物
が

確
認
で
き
る
漆
山
、
国
見
、
南
、
福
島
、
羽
黒
、
長
所
の
六
集
落
の
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。
最
初
に
漆
山
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

漆
山
は
打
越
な
ど
鎧
潟
以
南
の
集
落
と
、
郡
行
政
の
中
心
地
で
あ
っ
た
巻
町
を
結
ぶ
街
道
筋
に
栄
え
た
地
域
で
、
道
の
両
脇
に
は
飲
食

店
や
商
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
浴
場
業
者
一
覧
に
依
れ
ば
、
漆
山
村
は
松
長
村
に
次
い
で
多
く
の
浴
場
業
者
を
輩
出
し
た
地
域
で
、
上

京
者
に
よ
る
寄
進
行
為
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
同
村
出
身
の
笠
原
五
夫
（
新
宿
区
「
松
の
湯
」
の
経
営
者
）
は
、
戦
時
中

に
疎
開
し
て
き
た
浴
場
業
者
に
つ
い
て
、「
町
の
神
社
仏
閣
、
火
の
見
櫓
等
々
の
寄
進
者
も
チ
ラ
ホ
ラ
と
町
に
貢
献
さ
れ
た
人
達
で
す
」

と
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。
実
際
、
漆
山
七
ノ
丁
の
漆
山
神
社
と
、
漆
山
一
ノ
丁
の
住
吉
神
社
に
は
、
上
京
者
の
寄
進
物
が
確
認
で
き
る（
（3
（

。
ま
ず

は
前
者
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

漆
山
神
社
の
寄
進
物
で
上
京
者
の
名
前
が
明
確
に
確
認
で
き
る
の
は
門
柱
の
み
で
あ
る
。

　
　

史
料
六

　
門
柱
（
右
柱
）

　
　
　

〔
表
面
〕
奉　
〔
裏
面
〕
大
正
十
一
年
七
月　

当
村
兵
蔵
事　

三
條
四
日
町　

外
山
栄
蔵

　
　

史
料
七
　
門
柱
（
左
柱
）

　
　
　

〔
表
面
〕
納　
〔
裏
面
〕
東
京
牛
込
神
楽
町　

当
村
早
助
分
家　

五
十
嵐
子
之
吉

　

五
十
嵐
子
之
吉
の
名
前
は
浴
場
業
者
一
覧
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
東
京
方
面
に
暮
ら
す
漆
山
出
身
者
の
中
心
人

物
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寄
進
の
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
社
に
は
樋
口
石
松
（
一
九
三
五
年
段
階
で
大
森
区
馬
込
町
「
藤
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表Ⅰ　打越と周辺集落の神社

旧町村 集落 神社 現住所 上京者の寄進物

漆山村

漆山

漆山神社 新潟市西蒲区漆山2511 門柱

住吉神社 新潟市西蒲区漆山2648 門柱／鳥居／狛犬

漆山春日社 新潟市西蒲区漆山 ―

並岡
稲荷社 新潟市西蒲区並岡509 ―

神明社 新潟市西蒲区並岡140 ―

大原村

国見 神明宮 新潟市西蒲区国見672 玉垣／鳥居／狛犬／灯籠

南
稲場諏訪社 新潟市西蒲区南177 ―

八坊諏訪社 新潟市西蒲区南527 鳥居／水盤

大曽根 白山神社 新潟市西蒲区大曽根甲1303 ―

道上村

道上 神明宮 新潟市西蒲区道上418-5 ―

打越 宇智古志神社 新潟市西蒲区打越甲2781 石橋／鳥居／狛犬／灯籠

牧ケ島 神明宮 新潟市西蒲区牧ケ島652 ―

福島 諏訪社 新潟市西蒲区福島1710 鳥居／忠魂碑

松長村

羽黒 羽黒神社 新潟市西蒲区羽黒1423-1 玉垣／狛犬

姥島 草薙社 新潟市西蒲区姥島944 狛犬

長所
白山社 燕市長所甲 44 鳥居／灯籠

八幡社 燕市長所 2201 鳥居／拝殿屋根

米納津村 西槙 神明社 燕市西槙 1011 ―

※ 1：各神社の所在地は新潟神社庁ホームページの「県内神社一覧」
　　　（http://niigata-jinjacho.jp/shrine_niigata/）より作成。
※ 2：「県内神社一覧」で確認できない神社は現地調査で所在を確認した。
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見
湯
」
を
経
営
）
と
樋
口
ハ
ツ
の
寄
進
し
た
灯
籠
も
確
認
で
き
る
。
お
そ
ら
く
ハ
ツ
は
石
松
の
妻
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
住
吉
神
社
で
は
、
門
柱
と
石
柱
、
狛
犬
に
上
京
者
の
名
前
が
確
認
で
き
た
。

　
　

史
料
八

　
門
柱
（
右
柱
）

　
　
　

〔
表
面
〕
奉　
〔
裏
面
〕�

大
正
九
庚
申
歳
六
月
建
之　

発
起
人　

外
山
栄
蔵

　
　

史
料
九

　
門
柱
（
左
柱
）

　
　
　

〔
表
面
〕
納　
〔
裏
面
〕
東
京
有
志
世
話
人　

五
十
嵐
子
之
吉　

澤
波
■
太
郎　

藤
澤
石
太
郎　

外
山
徳
太
郎

　

寄
進
の
時
期
は
漆
山
神
社
よ
り
二
年
早
い
が
、
同
じ
く
外
山
栄
蔵
、
五
十
嵐
子
之
吉
の
名
前
も
確
認
で
き
、
こ
の
二
人
が
同
郷
者
を
先

導
す
る
立
場
だ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
浴
場
業
者
一
覧
に
依
れ
ば
、
藤
澤
石
太
郎
は
牛
込
区
早
稲
田
鶴
巻
町
で
「
亀
の
湯
」
を
経

営
し
て
い
た
。

　
　

史
料
九

　
狛
犬
（
右
側
・
阿
形
）

　
　
　

〔
裏
面
〕
牛
込
富
久
町　

谷
五
郎
次
男　

佐
藤
駒
治

　
　
　
　
　
　
　

府
下
大
久
保　

新
太
郎
次
男　

高
橋
嘉
■

　
　
　
　
　
　
　

南
千
住　

金
太
郎
次
男　

藤
澤
金
次
郎

　
　
　
　
　
　
　

巣
鴨
宮
下
町　

三
平
長
男　

外
山
栄
吉

　
　
　
　
　
　
　

本
所
押
上
町　

庄
衛
門
次
男　

田
邊
庄
二

　
　
　
　
　
　
　

大
正
九
庚
申
年
六
月
二
十
日

　
　
　

〔
右
側
面
〕
奉

　

狛
犬
も
門
柱
と
同
じ
時
期
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
浴
場
業
者
一
覧
に
依
れ
ば
、
田
邊
庄
二
は
本
所
区
柳
原
町
の
「
東
鏡
湯
」
を
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営
ん
だ
ほ
か
、
藤
澤
金
次
郎
も
か
つ
て
四
谷
区
塩
町
で
浴
場
を
営
み
、
後
に
渋
谷
区
代
官
山
の
「
文
化
浴
場
」
を
経
営
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
文
字
か
ら
上
京
者
の
多
く
が
次
男
だ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　
　

史
料
一
〇

　
狛
犬
（
左
側
・
吽
形
）

　
　
　

〔
左
側
面
〕
三
條
町　

若
槻
群
逸
利

　
　
　

〔
裏
面
〕
牛
込
神
楽
町　

早
助
分
家　

五
十
嵐
子
之
吉

　
　
　
　
　
　
　

仝　

早
稲
田
鶴
巻　

■
分
家　

藤
澤
石
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
神
田　

■
■
■　

澤
波
■
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
草
■
■
町　

■
分
家　

■
■
円
■
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
所
向
島　

兵
蔵
分
家　

外
山
徳
太
郎　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
後
三
条
町　

兵
蔵
事　

外
山
栄
蔵

　
　
　

〔
右
側
面
〕
納

　

左
側
の
狛
犬
は
摩
耗
が
激
し
く
、
判
読
で
き
な
い
部
分
も
多
い
が
、
門
柱
と
同
じ
く
、
五
十
嵐
子
之
吉
や
外
山
栄
蔵
、
藤
澤
石
太
郎
の

名
前
が
確
認
で
き
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
実
家
と
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
、
左
側
の
狛
犬
が
「
分
家
」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、

既
述
の
右
側
の
狛
犬
は
「
長
男
」、「
次
男
」
な
ど
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
左
側
の
狛
犬
は
独
立
し
た
人
物
た
ち
が
寄
進

し
た
も
の
で
、
右
側
の
狛
犬
に
刻
ま
れ
た
名
前
は
そ
れ
よ
り
若
い
世
代
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

史
料
一
一
　
石
柱

　
　
　

〔
表
面
〕
住
吉
神
社　

〔
裏
面
〕
昭
和
九
年
七
月
建
之　

東
京
牛
込
区
早
稲
田
鶴
巻
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
附
者　

藤
澤
三
郎
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藤
澤
三
郎
は
一
九
二
九
年
段
階
で
下
谷
区
龍
泉
寺
町
の「
竹
の
湯
」、一
九
三
一
年
段
階
で
浅
草
区
象
潟
町
の「
曙
湯
」を
営
ん
で
い
た
が
、

一
九
三
五
年
以
降
は
藤
澤
石
太
郎
の
「
亀
の
湯
」
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
二
人
が
親
類
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
漆
山
の
神
社
の
寄
進
物
か
ら
浴
場
業
者
の
世
代
と
人
的
な
繋
が
り
、
そ
し
て
実
家
と
の
関
係
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
他
の
集
落
も
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
四
、
国
見
・
神
明
宮
の
寄
進
物

　

打
越
に
隣
接
し
て
い
な
い
が
、
同
集
落
の
北
端
か
ら
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
北
に
位
置
す
る
国
見
（
旧
大
原
村
、
後
に
潟
東
村
、
現
・
新

潟
市
西
蒲
区
）
の
神
明
宮
に
も
鳥
居
、
灯
籠
、
狛
犬
、
玉
垣
な
ど
に
上
京
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る（
（3
（

。

　
　

史
料
一
二

　
鳥
居

　
　
　

〔
右
柱
〕
寄
付
者　

東
京
在
住　

山
岸
忠
平　

小
林
寅
吉　

渡
邊
丑
松

　
　
　

〔
左
柱
〕
大
正
五
年
八
月
建
之　

渡
邊
忠
七　

山
岸
作
太
郎

　

境
内
の
寄
進
物
で
最
も
古
い
の
は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
建
設
の
石
鳥
居
で
、
浴
場
業
者
一
覧
に
依
れ
ば
、
寄
進
者
の
渡
邊
丑
松
は

大
井
町
森
下
「
第
二
日
の
出
湯
」、
小
林
寅
吉
は
南
品
川
町
二
日
市
「
三
越
湯
」（
後
に
大
森
区
大
森
「
澤
田
湯
」
に
移
動
）
を
営
ん
で
い

た
。
ま
た
、
後
述
の
灯
籠
か
ら
左
柱
の
人
名
は
地
元
の
世
話
人
た
ち
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

史
料
一
三
　
灯
籠
（
右
側
）

　
　
　

〔
正
面
〕
奉
燈　

〔
右
側
面
〕
石
匠 

佐
藤
寅
吉

　
　
　

〔
左
側
面
〕
東
京
府
渋
谷
町
第
五
区 

佐
藤
ト
シ
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史
料
一
四

　
灯
籠
（
左
側
）

　
　
　

〔
正
面
〕
奉
燈　

〔
右
側
面
〕
世
話
人 

山
岸
作
太
郎

　
　
　

〔
左
側
面
〕
大
正
九
年
九
月

　

次
に
古
い
寄
進
物
は
一
九
二
〇
年
九
月
に
佐
藤
ト
シ
が
建
立
し
た
灯
籠
で
あ
る
。「
渋
谷
町
第
五
区
」と
あ
る
よ
う
に
、ト
シ
は「
弘
法
湯
」

を
営
む
佐
藤
豊
蔵
の
妻
で
、
一
九
二
三
年
一
二
月
に
夫
が
没
し
た
後
は
、
そ
の
経
営
者
と
な
っ
て
い
た（

（3
（

。
宇
智
古
志
神
社
の
灯
籠
の
建
設

が
一
九
二
〇
年
七
月
な
の
で
、
同
じ
年
に
夫
婦
で
出
身
集
落
に
灯
籠
を
寄
進
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
例
か
ら
打
越
と
国
見
、
集
落
間

の
人
的
繋
が
り
が
窺
え
る
。
な
お
、
二
人
の
息
子
で
あ
る
佐
藤
建
造
は
渋
谷
区
議
と
な
っ
た
後
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
四
月
に
公

選
初
の
渋
谷
区
長
に
就
任
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
佐
藤
家
が
移
住
先
の
有
力
者
と
し
て
根
づ
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

史
料
一
五

　
狛
犬
（
右
側
・
阿
形
）

　
　
　

〔
正
面
〕
奉
献　

〔
裏
面
〕
大
正
十
年
五
月　
〔
右
側
面
〕
石
工　

吉
田
町　

石
寅

　
　

史
料
一
六

　
狛
犬
（
左
側
・
吽
形
）

　
　
　

〔
正
面
〕
奉
献　

〔
裏
面
〕
小
林
甚
八
三
男　

東
京
品
川
在　

小
林
忠
吉　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　

小
林
久
八　

山
岸
作
太
郎

　

石
鳥
居
の
目
の
前
に
あ
る
狛
犬
も
出
郷
者
の
寄
進
物
で
あ
る
。
小
林
忠
吉
の
名
前
は
県
人
会
名
簿
や
浴
場
名
簿
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、

小
林
甚
八
の
「
三
男
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
住
吉
神
社
の
寄
進
物
と
同
じ
く
、
農
家
の
次
男
・
三
男
が
都
市
部
へ
と
移
住
し

て
い
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
先
の
渡
邊
丑
松
、
小
林
寅
吉
と
も
に
品
川
方
面
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
国
見
出
身
者

の
拠
点
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
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史
料
一
七

　
玉
垣

　
　
　

〔
入
口
右
柱
裏
面
〕
東
京
有
志
連
中　

〔
入
口
左
柱
裏
面
〕
大
正
十
一
年
九
月
一
日

　

境
内
に
は
一
九
二
二
年
九
月
に
氏
子
一
同
が
建
立
し
た
拝
殿
改
築
記
念
碑
も
あ
り
、
そ
れ
と
玉
垣
を
合
わ
せ
る
と
、
在
村
者
と
上
京
者

が
一
体
と
な
っ
て
神
社
の
整
備
に
力
を
注
い
で
い
た
。
残
念
な
が
ら
寄
進
者
は
わ
か
ら
な
い
が
、
渡
邊
丑
松
な
ど
が
関
係
し
た
の
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
翌
年
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
点
を
考
え
れ
ば
、
一
年
遅
れ
て
い
た
ら
、
そ
の
整
備
に
も
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　
　
　
五
、
八
坊
・
諏
訪
神
社
の
寄
進
物

　

大
曽
根
の
分
郷
で
あ
っ
た
南
（
旧
大
原
村
、
後
に
潟
東
村
、
現
・
新
潟
市
西
蒲
区
）
は
打
越
と
国
見
の
間
に
位
置
し
、
集
落
は
北
の
稲

葉
と
南
の
八
坊
に
分
れ
て
い
る
。
前
者
は
国
見
、
後
者
は
打
越
と
接
し
、
そ
れ
ぞ
れ
諏
訪
神
社
を
抱
え
て
い
る（
（3
（

。
こ
の
う
ち
後
者
で
明
治

期
の
寄
進
物
が
確
認
で
き
た
。

　
　

史
料
一
八

　
水
盤

　
　
　

〔
正
面
〕
奉
納　

当
村　

杉
山
傳
平　

同
辰
平
、
同
長
五
郎
、
同
政
一
、
同
熊
治
、
碇
夘
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

明
治
丗
一
年
第
九
月
吉
日

　

手
水
に
用
い
る
水
盤
の
寄
進
者
は
在
村
者
で
あ
る
が
、
浴
場
業
者
一
覧
を
確
認
す
る
と
、
浅
草
区
で
「
廿
世
紀
浴
場
」
を
経
営
し
た
杉

山
傳
平
が
八
坊
出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
杉
山
が
上
京
し
て
浴
場
業
を
始
め
た
の
は
、
こ
れ
以
降
の
時
期
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
集
落

は
「
杉
山
」
姓
と
「
碇
」
姓
の
み
で
、
大
原
村
出
身
の
杉
山
辰
治
と
碇
寅
平
も
八
坊
出
身
者
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
段
階
で
横
浜
に
お
い
て
浴
場
を
経
営
し
て
い
た（

（3
（

。
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史
料
一
九

　
灯
籠
（
右
側
）

　
　
　

〔
正
面
〕
東
京　

杉
山
■
（
健
か
）　

〔
左
側
面
〕
奉
納

　
　

史
料
二
〇

　
灯
籠
（
左
側
）

　
　
　

〔
右
側
面
〕
奉
納　

〔
裏
面
〕
明
治
丗
四
年

　

経
年
に
よ
る
磨
耗
の
た
め
、
判
読
し
づ
ら
い
が
、
寄
進
者
は
東
京
の
「
杉
山
健
」
と
読
め
る
。
こ
の
名
前
は
県
人
会
名
簿
、
浴
場
組
合

名
簿
と
も
に
確
認
で
き
な
い
が
、
打
越
と
同
様
に
、
八
坊
出
身
者
が
日
露
戦
争
前
の
東
京
で
成
功
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
同

社
の
鳥
居
は
東
京
都
台
東
区
鳥
越
在
住
の
杉
山
勇
夫
妻
が
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
八
月
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
六
、
福
島
・
諏
訪
神
社
の
寄
進
物

　

打
越
の
東
側
に
位
置
す
る
福
島
（
旧
道
上
村
、
後
に
中
之
口
村
、
現
・
新
潟
市
西
蒲
区
）
の
諏
訪
神
社
で
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
に
建
立
さ
れ
た
鳥
居
の
記
念
碑
か
ら
上
京
者
の
名
前
が
確
認
で
き
る（
（3
（

。

　
　

史
料
二
一

　
寄
附
人
名
（
石
鳥
居
寄
付
記
念
碑
）

　
　
　

〔
表
面
〕
石
鳥
居
寄
附
者
イ
ロ
ハ
順　

昭
和
四
年
九
月

　
　
　

〔
人
名
一
段
目
〕
原
於
喜　

原
末
松　

富
山
乙
七　

富
山
敏
雄　

大
場
運
吉　

大
場
秀
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
佐
一
郎　

渡
邉
末
一　

川
端
三
八

　
　
　

〔
人
名
二
段
目
〕
金
原
華
子　

荒
木
太
之
吉　

青
柳
角
一　

青
柳
セ
キ　

荒
木
セ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
松
繁
太
郎　

平
松
市
蔵　

平
松
粂
次
郎　

平
松
三
吉

　
　
　

〔
人
名
三
段
目
〕
東
京
発
起
人　

原
留
吉　

原
本
蔵　

富
山
太
三
郎　

原
金
太
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〔
人
名
四
段
目
〕
当
所
世
話
人　

道
上
村
村
長　

平
松
遮
那
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
子
惣
代　

富
山
能
一
郎　

大
場
越
三
郎　

原
八
子
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
長
代
理　

山
田
太
一

　

こ
の
う
ち
浴
場
業
者
一
覧
で
確
認
で
き
る
の
は
、
東
京
発
起
人
の
原
本
蔵
と
富
山
太
三
郎
の
二
人
だ
が
、
建
立
年
と
同
じ
一
九
二
九
年

の
浴
場
組
合
名
簿
と
照
合
す
る
と
、
次
の
四
人
も
確
認
で
き
た
。

　
　

原
末
松
：
亀
の
湯
（
本
所
区
北
新
町
）

　
　

原
留
吉
：
大
黒
湯
（
北
豊
島
郡
南
千
住
町
千
住
南
）

　
　

原
金
太
：
高
砂
湯
（
北
豊
島
郡
王
子
町
下
十
条
）

　
　

大
場
運
吉
：
寶
湯
（
北
豊
島
郡
王
子
町
豊
島
四
）

　

福
島
出
身
の
六
人
の
う
ち
、
四
人
は
北
豊
島
郡
内
、
特
に
原
金
太
と
大
場
運
吉
は
王
子
町
、
富
山
太
三
郎
は
瀧
野
川
町
で
営
業
し
て
い

た
。
同
集
落
出
身
者
の
拠
点
は
そ
の
方
面
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
大
場
は
横
浜
市
鶴
見
区
に
移
り
、「
第
一
梅
の
湯
」（
鶴
見
町

上
町
）
を
営
ん
だ
ほ
か
、
鶴
見
浴
場
組
合
の
幹
事
長
も
務
め
た
。
ま
た
、
原
本
蔵
も
一
九
四
二
年
段
階
で
鶴
見
区
下
末
吉
町
「
旭
湯
」
を

経
営
し
て
お
り
、
大
場
の
人
脈
か
ら
横
浜
に
移
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
な
お
、
同
社
の
境
内
に
は
忠
魂
碑
も
あ
り
、
そ
の
装
飾
は
原
金
太

の
寄
進
物
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
七
、
羽
黒
・
羽
黒
神
社
の
寄
進
物

　

打
越
の
南
東
部
と
接
す
る
羽
黒
（
旧
松
長
村
、
後
に
中
之
口
村
、
現
・
新
潟
市
西
蒲
区
）
は
、
既
述
の
赤
塚
五
郎
の
出
身
地
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
羽
黒
山
政
司
の
出
身
地
で
、
集
落
内
に
は
羽
黒
山
の
銅
像
も
建
っ
て
い
る
。
鎮
守
の
羽
黒
神
社
に
も
大
関
時
代
の
羽
黒
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山
が
寄
進
し
た
玉
垣
が
確
認
で
き
る
ほ
か
、
浴
場
業
者
の
寄
進
物
も
存
在
す
る（

（3
（

。

　
　

史
料
二
二

　
狛
犬
（
右
側
）

　
　
　

〔
左
側
面
〕
奉
納　

〔
裏
面
〕
大
正
拾
年
九
月　

寄
附
人　

小
林
虎
三　

赤
塚
末
太
郎

　
　

史
料
二
三

　
狛
犬
（
左
側
）

　
　
　

〔
左
側
面
〕
奉
納　

〔
裏
面
〕
寄
附
人
（
以
下
、
補
修
の
た
め
判
読
不
能
）

　

左
側
の
狛
犬
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
修
し
て
い
る
た
め
、
寄
進
者
の
名
前
は
確
認
で
き
な
い
が
、
右
側
の
狛
犬
の
寄
進
者
は
赤
塚
五
郎

の
親
族
で
あ
る
小
林
虎
三
と
、弟
の
赤
塚
末
太
郎
で
、後
者
は
麻
布
区
笄
町
で
「
越
の
湯
」
を
営
ん
で
い
た（

（3
（

。
ま
た
、同
区
新
広
尾
町
の
「
末

広
湯
」
の
経
営
者
も
同
姓
の
赤
塚
隆
太
郎
な
の
で
、
お
そ
ら
く
親
戚
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
赤
塚
会
の
構
成
員
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
赤
塚
五
郎
に
よ
る
寄
進
行
為
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
親
族
が
右
側
の
狛
犬
を
寄
進
し
て
い
る
点
か
ら
、
左

側
の
狛
犬
の
寄
進
者
は
赤
塚
五
郎
だ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。
な
お
、
浴
場
組
合
の
名
簿
を
確
認
す
る
と
、
小
林
は
小
石
川
西
部
組

合
、
赤
塚
末
太
郎
は
麻
布
組
合
の
組
合
長
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
て
お
り
、
赤
塚
グ
ル
ー
プ
が
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
八
、
長
所
・
白
山
神
社
及
び
八
幡
神
社
の
寄
進
物

　

打
越
の
南
部
、
北
陸
自
動
車
道
を
隔
て
東
西
に
広
が
る
長
所
（
旧
松
長
村
、
現
・
燕
市
）
に
は
、
東
に
白
山
神
社
、
西
に
八
幡
神
社
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
上
京
者
の
寄
進
物
が
確
認
で
き
る（
（4
（

。
ま
ず
は
前
者
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
　

史
料
二
四
　
鳥
居
夜
燈
玉
垣
地
覆
石
奉
納
記
念
碑

　
　
　

〔
表
面
〕
白
山
神
社
々
掌　

石
崎
義
雄
謹
書

　
　
　

〔
裏
面
〕
寄
附
者
芳
名
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〔
人
名
一
段
目
〕
北
條
彌
藤
次　

青
柳
忠
太
郎　

小
林
忠
平　

小
野
塚
正
七　

八
百
坂
吉
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
百
坂
清
七　

北
條
忠
吾　

北
條
與
蔵　

北
條
保
太
郎　

八
百
坂
新
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

棒
又
治　

棒
作
造

　
　
　

〔
人
名
二
段
目
〕
小
林
ふ
し　

小
林
乙
七　

青
柳
勝
平　

土
田
ミ
ヨ　

本
多
ト
チ　

川
村
ミ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
キ
ク　

青
柳
幸
三
郎　

梅
澤
長
穂　

北
條
チ
ン　

八
百
坂
安
治　

八
百
坂
與
八

　
　
　

〔
人
名
三
段
目
〕
八
百
坂
子
之
作　

石
田
キ
ン　

浅
野
ハ
ル　

長
谷
川
キ
ヨ　

中
原
フ
サ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
口
コ
マ　

小
澤
ミ
チ　

八
百
坂
久
四
郎　

棒
福
三　

羽
吹
新
八　

山
岸
辰
三
郎

　
　
　

〔
人
名
四
段
目
〕
発
起
人　

東
京
世
話
人　

北
條
彌
藤
次　

青
柳
忠
太
郎　

小
林
忠
平　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
百
坂
清
七　

北
條
與
蔵　

北
條
忠
吾　

棒
作
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
起
人　

氏
子
世
話
人　

北
條
金
大　

八
百
坂
義
松　

棒
長
七　

北
條
八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
柳
周
太
郎　

青
柳
青
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
一
年
八
月　

石
工　

阿
部
栁
平　

佐
藤
寅
吉

　

浴
場
業
者
一
覧
で
確
認
で
き
る
の
は
、北
條
彌
藤
次
、青
柳
忠
太
郎
、小
林
忠
平
、八
百
坂
吉
平
、八
百
坂
安
治
の
五
人
で
、北
條
・
青
柳
・

小
林
の
三
人
は
最
上
段
に
名
前
が
あ
り
、
か
つ
東
京
の
世
話
人
を
努
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
産
に
余
裕
が
あ
る
親
分
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
実
際
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
段
階
で
北
條
は
吾
嬬
浴
場
組
合
の
組
合
長
、
青
柳
は
池
袋
浴
場
組
合
の
組
合
長
を
務
め
て
い
た
。

ま
た
、
建
立
年
代
が
最
も
近
い
一
九
三
五
年
の
浴
場
名
簿
と
照
合
す
る
と
、
以
下
の
六
人
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

北
條
與
蔵
：「
松
の
湯
」（
豊
島
区
長
崎
東
町
）

　
　

北
條
保
太
郎
：「
曳
舟
湯
」（
向
島
区
寺
島
町
）
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八
百
坂
新
助
：「
日
の
出
湯
」（
豊
島
区
西
巣
鴨
）

　
　

八
百
坂
清
七
：「
竹
の
湯
」（
下
谷
区
二
長
町
）

　
　

小
林
乙
七
：「
亀
の
湯
」（
杉
並
区
高
円
寺
）

　
　

棒
作
造
：「
西
山
湯
」（
豊
島
区
池
袋
）

 

こ
の
集
落
か
ら
も
多
く
の
人
が
上
京
し
、
浴
場
業
者
と
し
て
成
功
を
収
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
続
い
て
八
幡
神
社
の
寄
進
物
を
検
討
し

て
み
よ
う
。
同
社
で
は
、
拝
殿
屋
根
改
修
記
念
碑
と
石
鳥
居
に
上
京
者
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。

　
　

史
料
二
五

　
拝
殿
屋
根
改
修
記
念
碑　

　
　
　

〔
表
面
〕
拝
殿
屋
根
改
修
記
念　

奉
納
人　

東
京　

小
島
久
五
郎　

同
喜
世
子

　
　
　

〔
裏
面
〕
昭
和
十
年
六
月　

長
所
氏
子
建
之

　

拝
殿
屋
根
改
修
記
念
碑
に
は
、浴
場
業
者
一
覧
に
あ
る
小
島
久
五
郎
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
お
そ
ら
く
喜
世
子
は
そ
の
妻
で
あ
ろ
う
。

小
島
は
下
谷
区
谷
中
三
崎
町
の
「
朝
日
湯
」
の
ほ
か
、
複
数
の
浴
場
を
経
営
し
て
お
り
、
親
分
と
し
て
成
功
を
収
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
　

史
料
二
六

　
鳥
居

　
　
　

〔
左
柱
裏
面
〕
昭
和
三
十
六
年
八
月
之
建　

寄
進
人
在
東
京
有
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
波
眞
一　

高
波
倉
治　

澤
口
大
三
郎　

高
波
二
郎　

高
波
俊
一　

中
村
六
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
口
茂
樹　

小
島
倉
平　

高
波
三
男
二　

田
中
長
平　

高
波
隆
吉

　
　
　

〔
右
柱
裏
面
〕
氏
子
願
人　

澤
口
廣
司　

高
波
一
二　

八
百
坂
丙
弌　

小
島
昊
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
法
尊　

青
柳
正
二　

高
波
浩

　

鳥
居
は
戦
後
の
寄
進
物
だ
が
、
戦
前
か
ら
横
浜
で
浴
場
を
経
営
し
て
い
た
高
波
倉
治
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
一
九
二
九
年
段
階
で
神
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奈
川
区
神
奈
川
町
「
港
湯
」
を
営
ん
で
い
た
高
波
は
、
一
九
三
七
年
段
階
で
鶴
見
区
潮
田
町
「
江
戸
之
湯
」
を
経
営
、
こ
の
時
点
で
鶴
見

浴
場
組
合
の
幹
事
を
務
め
て
い
た（

（4
（

。
そ
の
後
、
高
波
が
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
っ
た
か
判
然
と
し
な
い
が
、
横
浜
市
金
沢
区
の
「
港
栄
館
」

を
は
じ
め
、
戦
後
も
引
き
続
き
京
浜
地
域
で
複
数
の
浴
場
を
経
営
し
て
い
た
。

　
　
　
　
九
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
察

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
か
ら
県
人
会
非
加
入
の
浴
場
業
者
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
石
碑
に
刻
ま
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
浴

場
業
者
が
故
郷
を
離
れ
た
時
期
や
、
親
分
・
子
分
の
関
係
、
集
落
間
の
繋
が
り
等
も
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

浴
場
業
者
の
系
譜
、
す
な
わ
ち
小
林
金
吾
―
赤
塚
五
郎
―
田
村
虎
太
郎
―
栃
倉
晴
二
―
長
沼
三
郎
の
流
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
改
め
て
整
理

し
つ
つ
、
打
越
を
中
心
と
し
た
浴
場
業
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　

近
世
期
の
『
虎
勢
道
中
記
』
に
打
越
出
身
者
の
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
浴
場
業
へ
の
道
筋
は
そ
の
頃
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

明
治
維
新
以
降
は
小
林
金
吾
の
成
功
が
起
点
と
な
り
、
打
越
か
ら
多
く
の
人
々
が
京
浜
地
域
へ
と
移
住
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
流
れ
の

な
か
、「
弘
法
湯
」
の
経
営
者
と
し
て
成
功
す
る
佐
藤
豊
蔵
が
上
京
し
た
ほ
か
、
小
林
の
子
分
と
し
て
金
子
仁
三
郎
や
西
村
龍
吉
も
上
京
、

そ
れ
ぞ
れ
経
営
者
と
し
て
独
立
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
新
開
地
の
横
浜
で
も
打
越
出
身
者
は
成
功
、
宇
智
古
志
神
社
や
八
坊
・

諏
訪
神
社
の
寄
進
物
を
考
え
れ
ば
、
明
治
三
〇
年
頃
ま
で
に
京
浜
地
域
に
お
け
る
地
盤
が
固
ま
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
人
々
を
浴
場

業
者
の
第
一
世
代
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
上
京
者
の
成
功
は
周
辺
集
落
に
も
波
及
、
佐
藤
豊
蔵
と
国
見
出
身
の
ト
シ

の
結
婚
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
集
落
間
の
繋
が
り
か
ら
上
京
す
る
者
も
相
次
い
だ
。
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
の
生
ま
れ
の
栃
倉
奥

太
郎
も
二
一
歳
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
四
年
に
上
京
し
て
い
る
。

　

日
露
戦
後
、
軍
隊
を
除
隊
し
た
赤
塚
五
郎
が
上
京
、
神
田
区
で
浴
場
業
を
始
め
た
ほ
か
、
東
京
浴
場
組
合
の
結
成
に
動
い
て
い
っ
た（

（4
（

。
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
後
進
を
支
援
す
る
第
一
世
代
の
存
在
で
あ
る
。
赤
塚
は
自
伝
に
お
い
て
、「
自
分
は
浴
場
経
営
に
も
無
経
験

で
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
見
た
。
幸
に
渋
谷
の
弘
法
湯
と
云
ふ
浴
場
が
、
近
づ
き
で
も
あ
る
し
、
同
県
人
で
浴
場
を
経
営
し
て

居
る
者
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
、
調
査
に
は
種
々
な
便
宜
を
得
た
」
と
、
佐
藤
豊
蔵
の
支
援
を
記
し
て
い
る（

（4
（

。
赤
塚
家
と
佐
藤
家
は
親

戚
で
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
佐
藤
が
亡
く
な
っ
た
際
は
赤
塚
が
親
戚
総
代
を
務
め
た（

（4
（

。
後
に
赤
塚
が
全
国
の
浴
場
組
織
を
ま
と

め
、
業
界
唯
一
の
衆
議
院
議
員
に
な
っ
た
点
を
考
え
れ
ば
、
佐
藤
の
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。

　

さ
ら
に
栃
倉
奥
太
郎
や
赤
塚
五
郎
を
媒
介
し
た
連
鎖
移
住
が
続
い
た
。
栃
倉
を
頼
り
に
平
岡
周
吉
、
河
治
市
平
、
栃
倉
平
治
の
三
人
が

打
越
か
ら
巣
立
っ
た
ほ
か
、
米
納
津
村
の
頓
所
富
治（

（4
（

、
小
中
川
村
の
米
山
左
和
二
も
栃
倉
の
下
へ
集
っ
た
。
ま
た
、
姥
島
の
田
村
虎
太
郎

も
友
人
の
赤
塚
五
郎
、
小
野
塚
勇
吉
の
誘
い
で
一
九
一
二
年
頃
に
上
京
、
複
数
の
浴
場
を
成
功
さ
せ
る
と
同
時
に
、
組
合
代
表
と
し
て
奔

走
す
る
赤
塚
を
支
え
た（

（4
（

。
こ
の
よ
う
に
上
京
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
集
落
を
越
え
、次
男
・
三
男
を
中
心
に
新
た
な
上
京
者
が
生
れ
て
い
っ

た
。
こ
れ
は
宇
智
古
志
神
社
の
石
鳥
居
石
橋
建
設
記
念
碑
か
ら
も
窺
え
、
狛
犬
に
名
前
が
あ
っ
た
金
子
仁
三
郎
を
筆
頭
に
、
多
く
の
経
営

者
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
点
は
、
同
郷
者
の
結
束
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
島
や
長
所
の
よ
う
に
周
辺
集
落
に
残
る
寄
進
物
か

ら
も
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
が
わ
か
り
、
地
区
レ
ベ
ル
の
組
合
長
な
ど
、
強
固
な
基
盤
を
形
成
し
て
い
た
。

　

関
東
大
震
災
以
降
も
こ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
維
持
さ
れ
、
郊
外
部
へ
の
市
域
拡
張
と
と
も
に
、
新
た
な
浴
場
で
働
く
上
京
者
が
登

場
す
る（

（4
（

。
例
え
ば
、
一
九
〇
六
年
に
打
越
で
生
ま
れ
た
栃
倉
晴
二
は
叔
父
・
奥
太
郎
の
影
響
を
受
け
て
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
上
京
、

数
年
間
の
修
業
を
経
て
独
立
開
業
し
て
い
っ
た（

（4
（

。
ま
た
、
一
九
一
六
年
に
道
上
村
大
字
河
間
で
生
ま
れ
た
長
沼
三
郎
も
一
九
三
二
年
に
上

京
、
複
数
の
浴
場
を
渡
り
歩
い
た
後
、
一
九
四
〇
年
の
結
婚
と
同
時
に
独
立
し
た（

（5
（

。
敗
戦
直
後
の
戦
災
復
興
期
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
を

支
え
る
世
代
が
こ
の
時
期
に
巣
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
昭
和
戦
前
期
は
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、
打
越
に
戻
っ
て
い
た
小
林
金
吾
が
一
九
三
二
年
に
亡
く
な
る
な
ど
、
開
拓
者
が
鬼
籍
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に
入
っ
た
ほ
か
、
業
界
を
先
導
し
て
い
た
赤
塚
五
郎
が
一
九
三
五
年
に
五
〇
歳
の
若
さ
で
急
死
す
る
。
赤
塚
死
後
は
盟
友
の
田
村
虎
太
郎

が
業
界
を
先
導
し
た
も
の
の
、
西
蒲
原
郡
出
身
者
に
と
っ
て
そ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
戦
時
体
制
が
浴
場
業
を

直
撃
、
燃
料
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
働
き
手
も
次
々
と
戦
場
へ
送
り
込
ま
れ
た
。
一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
戦
争
以
降
は
栃

倉
晴
二
や
長
沼
三
郎
も
招
集
さ
れ
て
お
り
、
戦
地
に
赴
く
の
は
、
こ
の
世
代
の
共
通
体
験
だ
っ
た
。
ま
た
、
残
さ
れ
た
人
々
も
戦
況
の
悪

化
と
と
も
に
家
族
を
西
蒲
原
郡
に
疎
開
さ
せ
た
ほ
か
、
空
襲
が
激
し
く
な
る
と
、
自
ら
も
故
郷
に
戻
っ
た
。
戦
時
中
は
田
村
虎
太
郎
も
姥

島
に
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
京
浜
地
域
は
焼
け
野
原
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
林
金
吾
を
起
点
と
す
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
集
落
と
世
代
を
越
え
て
拡
大
、
先
に
成
功
し
た
者
が
同
郷
の
後
進

を
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
は
業
界
内
で
強
固
な
結
束
を
つ
く
っ
た
。
一
方
、
故
郷
の
寄
進
物
に
刻
ま
れ
た
「
東
京
」
や
「
横
浜
」
の
文
字
か

ら
は
、
遠
く
離
れ
た
土
地
に
あ
っ
て
も
、
生
ま
れ
た
場
所
を
大
切
に
す
る
上
京
者
の
気
持
ち
が
読
み
取
れ
る
。
西
蒲
原
郡
出
身
者
が
浴
場

業
界
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
背
景
に
は
、
同
郷
者
の
結
束
と
と
も
に
、
生
ま
れ
た
場
所
に
対
す
る
強
い
想
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。「
雀
森
よ
幸
あ
れ
」
に
あ
る
「
親
分
は
国
の
者
を
世
話
す
る
時
、
国
に
帰
っ
た
や
う
な
気
が
す
る
の
で
せ
う
」
の
一
文
は
そ
の
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　

敗
戦
後
、
京
浜
地
域
の
戦
災
復
興
が
始
ま
る
な
か
、
疎
開
し
て
い
た
人
々
は
再
び
上
京
、
ま
た
、
出
征
し
て
い
た
人
々
も
浴
場
業
に
復

帰
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
平
成
期
に
か
け
て
活
躍
す
る
若
い
世
代
も
新
た
に
西
蒲
原
郡
か
ら
巣
立
っ
て
い
く
。
同

郷
者
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
戦
後
も
機
能
し
、
戦
災
復
興
の
波
に
乗
っ
て
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
西
蒲
原
郡
内
の
寄
進
物
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
打
越
を
中
心
に
、
浴
場
業
者
の
出
身
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地
や
世
代
、
性
格
、
移
動
の
実
態
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
事
象
を

寄
進
物
の
文
字
か
ら
裏
付
け
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
空
白
だ
っ
た
小
林
金
吾
と
赤
塚
五
郎
の
間
を
埋
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
赤
塚
の
業
界

進
出
の
背
景
に
は
、
小
林
と
同
時
期
に
上
京
し
た
佐
藤
豊
蔵
の
存
在
が
大
き
く
、
そ
の
後
ろ
盾
の
も
と
、
活
動
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
っ

た
。
ま
た
、
打
越
出
身
の
佐
藤
と
国
見
出
身
の
妻
・
ト
シ
と
の
関
係
も
集
落
間
の
繋
が
り
を
例
示
し
て
お
り
、
打
越
周
辺
の
集
落
に
存
在

す
る
寄
進
物
は
浴
場
業
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
経
営
者
の
一
部
な
の
で
、
従

業
員
や
関
連
事
業
者
の
存
在
を
考
え
る
と
、
そ
の
裾
野
は
さ
ら
に
広
か
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
西
蒲
原
郡

出
身
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
京
浜
地
域
に
根
を
張
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
状
況
を
俯
瞰
す
る
と
、
浴
場
業
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
き
く
三
つ
の
世
代
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

は
小
林
金
吾
や
佐
藤
豊
蔵
の
よ
う
に
浴
場
業
の
地
盤
を
築
い
た
世
代
、
第
二
は
日
露
戦
後
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
活
動
す
る
赤
塚
五

郎
や
田
村
虎
太
郎
、
栃
倉
奥
太
郎
の
世
代
、
そ
し
て
第
三
は
戦
災
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
活
躍
す
る
栃
倉
晴
二
や
長
沼
三
郎
の
世

代
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
二
世
代
は
第
一
世
代
の
援
助
を
受
け
つ
つ
、
浴
場
組
合
の
代
表
と
し
て
台
頭
、
浴
場
業
界
を
基
盤
と
し
な
が
ら

政
界
に
も
進
出
、
さ
ら
に
敗
戦
後
は
第
三
世
代
を
支
援
し
て
浴
場
業
を
再
興
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
先
駆
者
と
さ
れ
る
米
納
津
村
の
伊

藤
赤
太
郎
も
小
林
や
佐
藤
と
同
様
に
、
第
一
世
代
に
入
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
西
蒲
原
郡
出
身
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
同
郷
者
の

結
束
を
核
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
郷
里
に
残
さ
れ
た
寄
進
物
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

郷
里
へ
の
寄
進
行
為
は
第
三
世
代
に
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
疑
問
な
の
は
、
西
蒲
原
郡
と
同
じ
現
象
は
他
の
浴
場
業
者
の
出

身
地
、
例
え
ば
、
石
川
県
や
富
山
県
で
も
起
こ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
で
に
筆
者
は
能
登
半
島
の
現
地
調
査
を
行
い
、
蒲
原

平
野
と
同
様
の
寄
進
物
を
確
認
し
て
い
る
が
、
全
体
像
の
把
握
に
は
至
っ
て
い
な
い（

（5
（

。
浴
場
業
者
の
普
遍
性
や
特
殊
性
を
見
極
め
る
上
で

も
、
他
地
域
と
の
比
較
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
の
検
証
は
改
め
て
別
稿
で
行
い
た
い
。
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註
　
　

　
（
１
）�　

二
〇
一
八
年
八
月
一
〇
日
現
地
調
査
。
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
た
。

　
（
２
）�　�
前
田
健
太
郎
編
『
昭
和
四
年
三
月
調
査 

六
大
都
市
府
下
浴
場
名
鑑
』（
浴
場
新
聞
社
、
一
九
二
九
年
）
に
「
鈴
木
善
太
郎
」
の
名
前
は
な
く
、
ま
た
、

　
　
　

�「
栃
倉
奥
太
郎
」
の
名
前
や
日
本
橋
区
呉
服
町
「
東
湯
」
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
頓
所
富
治
は
南
葛
飾
郡
南
綾
瀬
村
堀
切
「
富
士
の
湯
」、

栃
倉
平
治
は
荏
原
郡
目
黒
町
上
目
黒
「
氷
川
湯
」、
米
山
左
和
二
は
牛
込
区
白
銀
町
「
妙
法
湯
」、
澤
信
蔵
は
豊
多
摩
郡
高
井
戸
町
大
宮
前
「
大
原
湯
」

を
そ
れ
ぞ
れ
経
営
し
て
い
た
。

　
（
３
）�　

浴
場
業
界
の
親
分
・
子
分
関
係
は
拙
稿
「
新
潟
県
と
京
浜
地
域
の
浴
場
業
者
―
県
人
会
名
簿
及
び
浴
場
組
合
名
簿
の
分
析
を
中
心
に
―
」（『
國
學

院
大
學
紀
要
』
第
五
八
巻
、
二
〇
二
〇
年
一
月
）
を
参
照
。

　
（
４
）�　

北
澤
昭
松
「
浴
場
王 

栃
倉
奥
太
郎
の
碑
」（『
広
報
な
か
の
く
ち
』
第
三
九
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
日
）、
同
著
・
発
行
『
ふ
る
さ
と
再
発
見 

越
後
な
か
の
く
ち
物
語
』（
二
〇
〇
七
年
）
五
頁
。

　
（
５
）�　

前
掲
「
新
潟
県
と
京
浜
地
域
の
浴
場
業
者
」。

　
（
６
）�　

自
治
体
史
で
は
、
成
功
し
た
浴
場
業
者
を
「
郷
土
の
偉
人
」
と
し
て
紹
介
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
中
之
口
村
編
『
中
之
口
村
誌
』（
中
之
口
村
、

一
九
六
九
年
）
は
全
国
浴
場
組
合
の
代
表
を
務
め
た
赤
塚
五
郎
、
田
村
虎
太
郎
、
栃
倉
晴
二
の
三
人
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、
改
訂
中
之
村
誌
編
集
委

員
会
編
『
改
訂
中
之
口
村
誌
』（
中
之
口
村
、
一
九
八
七
年
）
は
先
駆
者
で
あ
る
小
林
金
吾
を
加
え
て
い
る
。

　
（
７
）�　

谷
口
貢
「
都
市
に
お
け
る
同
郷
者
集
団
の
形
成
と
故
郷
観
―
新
潟
県
西
蒲
原
地
方
の
出
郷
者
と
東
京
の
風
呂
屋
・
銭
湯
の
展
開
―
」（
松
崎
憲
三
編�

『
同
郷
者
集
団
の
民
俗
学
的
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）。

　
（
８
）�　

以
下
、
県
人
会
名
簿
に
つ
い
て
は
小
柳
市
造
編
『
大
正
五
年 
新
潟
県
人
会
々
員
名
簿
』（
新
潟
県
人
会
、
一
九
一
六
年
）、
同
『
大
正
六
年
九
月
現

在 

新
潟
県
人
会
々
員
名
簿
』（
新
潟
県
人
会
、
一
九
一
七
年
）、
齋
藤
廣
蔵
編
『
大
正
八
年
十
一
月
現
在 

新
潟
県
人
会
々
員
名
簿
』（
新
潟
県
人
会
、

一
九
一
九
年
）、
同
『
大
正
十
年
十
一
月
現
在 

新
潟
県
人
会
々
員
名
簿
』（
新
潟
県
人
会
、
一
九
二
一
年
）、
新
潟
県
人
親
睦
会
事
務
所
編
『
大
正
十
三
年

十
二
月
現
在 

新
潟
県
人
親
睦
会
々
員
名
簿
』（
新
潟
県
人
親
睦
会
事
務
所
、
一
九
二
四
年
）、
遠
藤
謹
吾
編
『
大
正
十
五
年
度
版 

新
潟
県
人
々
員
名
簿
』

（
新
潟
県
人
会
、
一
九
二
五
年
）、
高
橋
竹
治
編
『
昭
和
五
年
五
月
現
在 

最
新
全
国
新
潟
県
人
会
々
員
名
簿
』（
三
栄
舎
、
一
九
三
〇
年
）、
浴
場
組
合
名



113 近代浴場業者の人的ネットワーク

簿
に
つ
い
て
は
前
掲
『
昭
和
四
年
三
月
調
査 

六
大
都
市
府
県
下
浴
場
名
鑑
』、
長
崎
驥
編
『
昭
和
六
年
四
月
現
在 

東
京
浴
場
名
簿
』（
東
京
浴
場
新
聞

社
、
一
九
三
一
年
）、
同
『
昭
和
九
年
二
月
現
在 

東
京
浴
場
名
簿
』（
東
京
浴
場
新
聞
社
、
一
九
三
四
年
）、
同
『
昭
和
十
年
二
月
現
在 

東
京
浴
場
名
簿
』

（
東
京
浴
場
新
聞
社
、
一
九
三
五
年
）、
神
奈
川
県
浴
場
組
合
連
合
会
編
『
昭
和
十
二
年
二
月
現
在
調 

神
奈
川
県
浴
場
組
合
連
合
会
浴
場
名
簿
』（
神
奈

川
県
浴
場
組
合
連
合
会
、
一
九
三
七
年
）、
同
『
昭
和
十
七
年
二
月
現
在
調 

神
奈
川
県
浴
場
組
合
連
合
会
浴
場
名
簿
』（
神
奈
川
県
浴
場
組
合
連
合
会
、

一
九
四
二
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

　
（
９
）�　

大
島
美
津
子
・
佐
藤
誠
朗
・
古
厩
忠
夫
・
溝
口
敏
麿
『
新
潟
県
の
百
年
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
二
三
九
～
二
四
〇
頁
。

　
（
10
）�　

古
厩
忠
夫
は
『
新
潟
県
の
百
年
』
の
前
提
と
な
っ
た
新
潟
県
編
『
新
潟
県
史 

通
史
編
八
』（
新
潟
県
、
一
九
八
八
年
）
に
お
い
て
も
「
二
・
三
男
問

題
と
女
工
出
稼
ぎ
」（
二
七
四
～
二
八
九
頁
）
で
浴
場
業
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
赤
塚
五
郎
と
田
村
虎
太
郎
以
外
の
活
動
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　
（
11
）�　

一
九
一
六
年
、
一
九
一
七
年
段
階
の
県
人
会
名
簿
に
は
、
京
橋
区
新
富
町
在
住
の
浴
場
業
と
し
て
伊
藤
赤
太
郎
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、

伊
藤
の
出
身
地
は
米
納
津
村
で
な
く
、
燕
町
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
藤
は
初
期
の
東
京
浴
場
組
合
の
幹
部
で
、
一
九
一
二
年
段
階
で
は
幹
事
長

を
務
め
て
い
た
（
東
京
都
公
衆
浴
場
商
業
協
同
組
合
編
『
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
東
京
都
公
衆
浴
場
商
業
協
同
組
合
、
一
九
八
〇
年
、
一
八
～
一
九
頁
）。

　
（
12
）�　

前
掲
『
改
訂
中
之
口
村
誌
』
六
八
八
～
六
八
九
頁
、
六
九
五
～
六
九
六
頁
。

　
（
13
）�　

羽
黒
山
政
司
と
浴
場
業
と
の
関
係
は
羽
黒
山
記
念
誌
編
集
員
会
編
『
羽
黒
山
記
念
誌
』（
新
潟
県
西
蒲
原
郡
中
之
口
村
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。

　
（
14
）�　

展
示
は
岩
本
通
弥
「
風
呂
屋
に
働
く
人
び
と
―
銭
湯
の
民
俗
誌
的
考
察
―
」（
山
本
幸
一
監
修
『
い
ま
、
む
か
し 

銭
湯
』
株
式
会
社IN

A
X

、

一
九
八
八
年
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

　
（
15
）�　

打
越
出
身
の
西
村
欣
策
は
西
蒲
原
郡
の
農
業
改
良
事
業
に
従
事
す
る
一
方
、
巻
町
史
編
纂
調
査
執
筆
委
員
や
中
之
口
村
文
化
財
委
員
長
を
務
め
た
。

そ
の
活
動
は
西
村
欣
策
著
・
発
行
『
天
長
地
久
―
新
し
い
時
代
を
求
め
て
―
』、『
奇
蹟
の
長
寿
と
そ
の
あ
し
あ
と
』（
二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し
い
。
後

者
に
依
れ
ば
、
母
タ
ツ
は
西
村
龍
吉
の
浴
場
で
働
い
た
ほ
か
、
兄
弟
・
姉
妹
も
東
京
で
浴
場
を
経
営
し
て
い
た
。

　
（
16
）�　

北
澤
昭
松
も
西
村
欣
作
と
同
じ
く
打
越
の
出
身
で
、
小
学
校
教
員
、
中
之
口
村
公
民
館
長
な
ど
を
努
め
つ
つ
、
郷
土
史
の
研
究
を
進
め
た
。
そ
の

成
果
は
前
掲
『
越
後
な
か
の
く
ち
物
語
』
を
参
照
。
北
澤
の
親
戚
も
浴
場
経
営
者
が
多
く
、「
私
の
両
親
も
東
京
の
浴
場
の
系
譜
に
あ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
（「
お
風
呂
屋
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
」、『
市
報
に
い
が
た
』
第
二
〇
四
二
号
、
二
〇
〇
六
年
四
月
一
六
日
）。

　
（
17
）�　

長
沼
三
郎
は
字
誌
編
集
委
員
会
編
『
字
誌
河
間
の
今
昔
』（
中
之
口
村
大
字
河
間
、
一
九
九
一
年
）
に
自
伝
「
過
ぎ
去
れ
ば
走
馬
灯
の
如
し
」
を
寄

せ
た
ほ
か
、『
広
報
な
か
の
く
ち
』
第
三
六
二
号
（
一
九
九
七
年
一
〇
月
一
日
）
で
も
自
ら
の
半
生
を
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
長
沼
七
司
は
弟
で
あ
る
。
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（
18
）�　

前
掲
『
改
訂
中
之
口
村
誌
』
七
〇
八
～
七
〇
九
頁
。「
小
林
金
吾
さ
ん
と
中
之
口
村
」
は
先
人
館
設
立
時
に
収
集
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
で
、
原
資
料

の
複
製
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
『
改
訂
中
之
口
村
誌
』
と
重
な
る
部
分
が
多
い
の
で
、
作
成
者
は
西
村
欣
策
だ
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
史
料

は
川
端
美
季
『
近
代
日
本
の
公
衆
浴
場
運
動
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
六
年
）
二
三
五
～
二
三
八
頁
で
も
小
林
の
活
動
を
説
明
す
る
の
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　
（
19
）�　

矢
田
俊
文
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
虎
勢
道
中
記 

越
後
編
』（
新
潟
大
学
災
害
・
復
興
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）
五
四
～
五
五
頁
。『
虎

勢
道
中
記
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）
の
一
八
四
七
年
三
月
二
五
日
に
は
、「
尤
右
の
佐
介
殿
も
二
十
ケ
年
程
跡
よ
り
打
越
村
の
家
内
不
残
ひ

き
連
れ
、
御
当
所
へ
罷
出
、
湯
屋
家
業
被
致
、
下
谷
三
ノ
輪
に
被
住
居
け
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
20
）�　

前
掲
『
新
潟
県
の
百
年
』
二
三
九
～
二
四
〇
頁
。

　
（
21
）�　

前
掲
「
新
潟
県
と
京
浜
地
域
の
浴
場
業
者
」
を
参
照
。

　
（
22
）�　

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
、
二
〇
一
八
年
八
月
一
四
日
現
地
調
査
。

　
（
23
）�　

前
掲
『
改
訂
中
之
口
村
誌
』
七
〇
八
～
七
〇
九
頁
。

　
（
24
）�　

一
九
三
一
年
以
降
、
小
林
金
松
は
東
京
市
大
森
区
池
上
徳
持
の
「
玉
水
湯
」
を
営
ん
で
い
た
。

　
（
25
）�　
「
弘
法
湯
」
の
歴
史
は
渋
谷
区
役
所
編
『
渋
谷
区
史
』（
渋
谷
区
、一
九
五
二
年
）
九
六
七
～
九
六
九
頁
、佐
藤
豊
・
厚
香
苗
「
花
街
の
お
風
呂
屋
」（
倉

石
忠
彦
編
『
渋
谷
を
く
ら
す
―
渋
谷
民
俗
誌
の
こ
こ
ろ
み
―
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

　
（
26
）�　

有
田
肇
編
『
渋
谷
町
誌
』（
渋
谷
町
誌
発
行
所
、
一
九
一
四
年
）
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
。
同
時
期
、
佐
藤
豊
蔵
は
渋
谷
三
業
組
合
の
組
合
長
も
務
め

て
い
た
（
町
民
編
三
七
頁
）。

　
（
27
）�　

例
え
ば
、
一
九
一
七
年
の
県
人
会
名
簿
掲
載
の
広
告
は
、「
東
京
府
下
、
渋
谷
町
中
渋
谷
神
泉
谷
よ
り
湧
出
せ
る
古
来
よ
り
有
名
な
る
姫
の
井
と
称

す
る
井
水
を
以
て
温
泉
と
な
し
た
る
も
の
な
り
」
と
泉
質
を
述
べ
た
上
で
、「
宴
会
婚
礼
等
特
に
勉
強
可
仕
候
」
と
謳
っ
て
い
る
。「
弘
法
湯
」
は
玉

川
電
車
沿
線
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、
繁
昌
し
て
い
た
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
七
年
三
月
一
一
日
）。

　
（
28
）�　

落
成
祝
賀
協
賛
会
編
『
渋
谷
警
察
署
新
築
記
念 

渋
谷
町
誌
』（
渋
谷
警
察
署
新
築
落
成
祝
賀
協
賛
会
、一
九
二
二
年
）
一
四
四
～
一
四
五
頁
。
ま
た
、

佐
藤
豊
蔵
は
渋
谷
第
五
区
の
区
長
も
務
め
た
（
一
四
六
頁
）。

　
（
29
）�　 

旧
中
之
口
村
域
の
神
社
は
中
之
口
村
文
化
財
調
査
審
議
会
編
『
文
化
財
誌 

村
内
の
堂
宇
』（
中
之
口
村
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）、
旧
潟
東
村

域
の
神
社
は
潟
東
村
誌
編
さ
ん
室
編
『
潟
東
村
誌
』（
潟
東
村
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。
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（
30
）�　

東
京
都
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
新
宿
浴
場
組
合
編
『
牛
込
・
四
谷
・
淀
橋
・
戸
塚
組
合
八
〇
周
年
記
念
誌 

新
宿
浴
場
組
合
の
一
五
年
の

歩
み
』（
新
宿
浴
場
組
合
、
二
〇
一
〇
年
）
八
一
頁
。

　
（
31
）�　

二
〇
一
九
年
五
月
六
日
現
地
調
査
。

　
（
32
）�　

二
〇
一
八
年
一
月
七
日
、
八
月
一
〇
日
現
地
調
査
。

　
（
33
）�　
「
弘
法
湯
」
の
繁
栄
は
続
き
、
一
九
二
六
年
八
月
一
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
は
「
中
渋
谷
道
玄
坂
上
の
大
師
の
霊
浴
弘
法
湯
」
と
題
し
て
そ
の
評
判

を
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、
竹
本
樹
之
編
『
渋
谷
区
営
業
別
納
税
者
名
鑑
』（
帝
都
探
偵
社
、
一
九
三
五
年
）
五
二
、一
五
九
頁
に
は
、
高
額
納
税
者
と

し
て
「
弘
法
湯
・
佐
藤
ト
シ
」、「
神
泉
館
・
佐
藤
ハ
ナ
」
の
名
前
も
確
認
で
き
る
。

　
（
34
）�　

東
京
都
渋
谷
区
議
会
編
『
渋
谷
区
議
会
史
』（
東
京
都
渋
谷
区
議
会
、
一
九
七
六
年
）
三
六
八
～
三
七
二
頁
。

　
（
35
）�　

二
〇
一
八
年
一
月
七
日
現
地
調
査
。

　
（
36
）�　

神
奈
川
県
警
察
部
編
『
衛
生
行
政
判
例
集
』（
神
奈
川
県
、
一
九
一
八
年
）
四
二
〇
～
四
二
一
頁
。

　
（
37
）�　

二
〇
一
八
年
三
月
二
七
日
現
地
調
査
。

　
（
38
）�　

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
現
地
調
査
。

　
（
39
）�　

猪
野
三
郎
監
修
『
第
十
版 

大
衆
人
事
録
』（
帝
国
秘
密
探
偵
社
・
国
勢
協
会
、
一
九
三
四
年
）
五
二
頁
。
一
九
三
五
年
三
月
五
日
の
赤
塚
五
郎
の
葬

儀
で
は
、
小
林
虎
三
、
赤
塚
末
太
郎
、
須
崎
八
十
八
が
親
戚
総
代
を
務
め
た
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
五
年
三
月
四
日
）。

　
（
40
）�　

前
掲
「
都
市
に
お
け
る
同
郷
者
集
団
の
形
成
と
故
郷
観
」。

　
（
41
）�　

二
〇
一
八
年
三
月
二
七
日
現
地
調
査
。

　
（
42
）�　

拙
稿
「
横
浜
銭
湯
の
大
正
・
昭
和
史
」（『
横
濱
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）。

　
（
43
）�　

前
掲
『
改
訂
中
之
口
村
誌
』
六
八
八
～
六
八
九
頁
。
一
八
八
六
年
三
月
に
西
蒲
原
郡
羽
黒
村
で
生
ま
れ
た
赤
塚
五
郎
は
、
全
国
浴
場
組
合
の
代
表

を
務
め
た
ほ
か
、
神
田
区
会
議
員
、
東
京
府
会
議
員
、
同
議
長
、
衆
議
院
議
員
、
東
京
市
会
議
員
を
歴
任
し
た
。
赤
塚
の
活
動
に
つ
い
て
は
改
め
て

別
稿
で
論
じ
た
い
。

　
（
44
）�　

赤
塚
五
郎
「
命
が
け
で
風
呂
屋
を
始
め
成
功
し
た
体
験
」（『
実
業
之
日
本
』
第
三
四
巻
第
一
四
号
、
一
九
三
一
年
七
月
）。

　
（
45
）�　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
三
年
一
二
月
四
日
。
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（
46
）�　

浴
場
業
者
一
覧
に
依
れ
ば
、
頓
所
重
一
郎
、
頓
所
富
八
、
頓
所
又
蔵
、
頓
所
世
根
吉
な
ど
、「
頓
所
」
姓
の
経
営
者
は
い
ず
れ
も
西
蒲
原
郡
米
納
津

村
出
身
な
の
で
、
頓
所
富
治
も
同
村
出
身
者
だ
ろ
う
。

　
（
47
）�　

前
掲
『
改
訂
中
之
口
村
誌
』
六
九
五
～
六
九
六
頁
。
一
八
八
五
年
六
月
に
西
蒲
原
郡
姥
島
村
で
生
ま
れ
た
田
村
虎
太
郎
は
、
赤
塚
五
郎
と
と
も
に

浴
場
組
合
の
中
核
に
な
っ
た
ほ
か
、
浅
草
区
会
議
員
、
東
京
府
会
議
員
を
務
め
た
。
田
村
の
活
動
も
改
め
て
別
稿
で
検
討
し
た
い
。

　
（
48
）�　

関
東
大
震
災
以
降
の
変
化
は
原
田
勝
正
・
塩
崎
文
雄
編
『
東
京
・
関
東
大
震
災
前
後
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

　
（
49
）�　

前
掲
『
改
訂
中
之
口
村
誌
』
六
九
九
～
七
〇
〇
頁
。

　
（
50
）�　

前
掲
「
過
ぎ
去
れ
ば
走
馬
灯
の
如
し
」、
同
『
広
報
な
か
の
く
ち
』
第
三
六
二
号
。

　
（
51
）�　

拙
稿
「
北
陸
地
方
か
ら
横
浜
へ
―
銭
湯
経
営
者
と
同
郷
者
集
団
―
」（『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』
第
一
三
九
号
、
二
〇
一
八
年
一
月
）。


